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松伏町総合振興計画審議会 松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

第１回合同会議 議事録 

会 議 名 称 
松伏町総合振興計画審議会 松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

第１回合同会議 

開 催 日 時 令和４年１１月２２日（火） １６時３０分から１８時００分 

出 席 者 

【総合振興計画審議会委員】（敬称略） 

元埼玉県職員（審議会会長）：梅山 洋一 

松伏町都市計画審議会 会長（審議会副会長）：井上 桂一 

公募町民：佐藤 夏帆 

松伏町連合自治会長会 会長：石嶋 利夫 

松伏町農業委員会 会長：山﨑 久俊 

松伏町民生委員・児童委員協議会 副会長：明戸 恵子 

松伏町商工会 会長：小島 朗 

松伏町 PTA 連合会 会長：神谷 敦子 

 

【まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員】（敬称略） 

松伏町商工会 会長（審議会会長）：小島 朗 

大正大学地域構想研究所事務部 部長：佐藤 和彦 

埼玉りそな銀行越谷支店 支店長：森久保 晶彦 

越谷公共職業安定所 所長：赤羽 章 

株式会社埼玉新聞社クロスメディア局 局長：小林 義治 

特定非営利活動法人親子サポートぽっぽ 代表：大塚 節子 

 

【松伏町】 

町長：鈴木 勝 

副町長（策定委員会委員長）：鈴木 寛 

企画財政課長（策定委員会副委員長）：立沢 昌秀 

新市街地整備課長（策定委員会委員）：兵頭 勇 

企画財政課主幹（事務局）：小野澤 智昭 

企画財政課主任（事務局）：平良 敏行 

企画財政課主任主事（事務局）：渡邊 大輔 

欠 席 者 

【総合振興計画審議会委員】（敬称略） 

公募町民：中井 美咲 

吉川松伏医師会 副会長：宮里 良乃 

【まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員】（敬称略） 

埼玉県東部地域振興センター 所長（審議会副会長）：坂田 直人 

公募町民：今井 新吉 

公募町民：山﨑 純佳 
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議   題 

１ 委嘱式 

２ 会長・副会長の選出 

３ 町長からの諮問 

４ 松伏町第５次総合振興計画の概要 

５ 松伏町第６次総合振興計画策定の根拠・趣旨 

６ 策定体制・スケジュール 

７ 松伏町第６次総合振興計画策定に向けて 

８ その他 

議事録作成者 企画財政課総合政策担当 主任主事 渡邊 大輔 

配 布 資 料 

・会議資料 

・別紙資料１ 策定スケジュール（案） 

・別紙資料２-１ 松伏町総合振興計画について 

・別紙資料２-２ 松伏町第６次総合振興計画策定に向けて（アンケート調査

結果抜粋） 

・別紙資料２-３ 松伏町第６次総合振興計画策定に向けて（新計画における

検討すべきポイント案、土地利用検討案） 

 

議 事 

発言者 発言内容・決定事項 

１ 委嘱式 

町長 ・松伏町総合振興計画審議会条例の規定に基づき、委嘱書の交付を行った。 

２ 会長・副会長の選出 

 ・松伏町総合振興計画審議会条例の規定に基づき、会長・副会長の選出を行い、

会長には梅山委員、副会長には井上委員が就任した。 

３ 町長からの諮問 

町長 ・松伏町総合振興計画審議会条例の規定に基づき、町長から梅山会長に対して、

次期松伏町総合振興計画策定について諮問を行った。 

４ 松伏町第５次総合振興計画の概要 

５ 松伏町第６次総合振興計画策定の根拠・趣旨 

６ 策定体制・スケジュール 

事務局 会議資料と別紙資料１の策定スケジュール（案）に基づき事務局から説明す

る。 

会長 ・事務局より説明があったが、意見・質問はあるか。 

副会長 ・現行計画である第５次計画の状況について、第６次計画の策定に向けて町民

意識調査もとりまとめを行っているところかと思うが、第５次計画の成果、

目標に対してこれだけ実績があったなどの指標等に基づく評価も同時に進

めているのか。 

事務局 ・町民意識調査の結果については、この後、資料で説明する。複数のアンケー

ト調査を実施しており、その結果を踏まえて骨子案を作成したいと考えてい
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る。また、第５次計画の数字の効果検証については、年度ごとに実施してお

り、そちらの評価も踏まえて第６次計画の作成を進めていきたい。なお、現

在第５次計画の現状と課題については、取りまとめ中であり、それらの結果

も盛り込みながら骨子案の作成を行う。 

７ 松伏町第６次総合振興計画策定に向けて 

事務局 別紙資料２に基づき事務局から説明する。 

・資料２で抜粋して説明した各種意識調査の結果については、集計作業が完了

し、分析及び報告書の作成を進めているところである。今月中（１１月）に

報告書にまとめ、１２月には委員の皆様へ冊子で配布させていただき、ホー

ムページにも掲載する予定。 

・資料３について、資料左側の「第５次総合振興計画のまちづくりの目標」の

内容を基本的に継続しつつ、町民意識調査結果や社会情勢・時代の潮流等を

勘案し、「新計画における検討すべきポイント（案）」として１５項目を記載

している。 

・「新計画における検討すべきポイント（案）」は、大きく転換が求められるも

のや、さらなる充実がもとめられるものという認識で第６次総合振興計画の

まちづくりの目標（大綱）を策定するために必要な検討するべきポイント

（案）としてお示しするものである。 

・資料３裏面「土地利用検討案」について、第５次総合振興計画の土地利用構

想に追記し、紫の点線で「土地利用検討エリア」としてお示ししているもの

である。 

・今回、土地利用検討エリアとしているが、第６次総合振興計画で土地利用構

想に位置付けられたとしても、すぐにそこを開発するというものではなく、

今後、広域道路の整備に併せ、土地利用を検討していくエリアという認識で

示しているものである。計画策定の過程で出たご意見を反映し、第６次計画

の土地利用構想案を作成したいと考えている。 

会長 ・事務局より説明があったが、意見・質問はあるか。 

委員 ・地区別町民懇話会はどういった内容を想定されているのか。資料１、２及び

３の表面については、一方的に町から説明が行われ、参加している町民は聞

いているだけという形になりがちな内容ではないか。最後の土地利用構想案

に関しては、町民の方々もそれぞれご自分の住んでいる地域の近くであれ

ば、色々と意見が出やすいとは思うが、資料のそれ以外の部分については、

町民からどのような意見を引き出したいのか見えにくいように思う。 

事務局 ・資料１については、総合振興計画になじみのない方もいると思われるため、

まずは概要を説明し、社会の潮流としてはこういったことがあり、町民意見

を取り入れるために各種アンケート調査を実施した結果の説明、また、特に

資料３についてはできる限り多くの意見をいただきたいと考えている。可能

な限り質疑応答の時間を多く設けたい。地区別町民懇話会は５地区に分けて

実施し、地区ごとの状況や意向を詳細に吸い上げるために実施したい。 

委員 ・地区別に実施されるとのことで、自分たちの地区で力を入れてほしいという
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要望は出やすいとは思う。ただ、資料３は今後の方向性に関する内容として

重要であるが、ある程度町の方から問いを出していくことも必要ではない

か。例えば、第５次計画にはなかった LGBTQ について、新たな計画には位置

付けて取り組んでいきたいと思うが、町民の皆様はどう思いますか、という

ように問いかけをしていかないと、一般論として説明を聞いた後に、意見を

どうぞと言ってもなかなか難しい部分があるように思う。せっかくの機会な

ので町民の皆様の率直な思いを引き出せるよう、運営に関しては十分注意し

ていただきたい。先ほど別の会議で、子ども・子育て支援も大事だが、健康

づくりや介護・福祉もやはり重要であるというような話も出ていた。国でも

子どもに関する政策に力を入れているが、健康や福祉については町民の方々

がどのようにお考えなのか、など聞いていくことも大事ではないか。 

事務局 ・本日は時間の関係で全てを説明しきれなかったが、地区別町民懇話会当日は

新計画における検討すべきポイントについて、より詳細に説明したい。用語

の説明も含め、どのような意図でこれらをポイントとしてあげているのかに

ついても説明する。 

委員 ・場合によってはプチワークショップのような時間を設けてもよいのではない

か。なるべくリラックスした雰囲気の中で意見を引き出していただきたい。 

事務局 ・今回、１０年ぶりの計画づくりとなる。１０年前にも地区別町民懇話会を地

区別で実施したが、当時は第４次計画、その当時の現行の計画の概要を示し、

足りない事項や何か意見があればお願いします、という形で自由に発言して

いただいた。近所の道路整備についての要望など、身近な話題・要望を多く

いただいた。今回もそういった意見・要望が出ることは当然想定しているが、

先ほど例にあげていただいた LGBTQ であったり、子育て、高齢化、人生 100

年時代の健康づくりなど、少し大きなテーマを提示して、地域の方々がどの

ような意向・意見をお持ちなのか探っていきたいと考えている。まちづくり

に対する素直な意見を聞いてみたいということで、少し項目が多くなってし

まったが、今回の資料を作成したところである。 

副会長 ・地区別町民懇話会の地区の分け方を教えていただきたい。 

事務局 ・一つ目の地区は「金杉、築比地、魚沼地区」を対象とし、会場は北部サービ

スセンターを予定している。二つ目の地区は「田中、松伏の中部と西部、内

前野地区」を対象とし、会場は役場第二庁舎、三つ目の地区は、「上赤岩と

下赤岩地区」を対象とし、会場は多世代交流学習館、四つ目は「松葉、松伏

東部、ゆめみ野、ゆめみ野東、田島」を対象とし、会場は中央公民館、五つ

目は「大川戸地区」を対象とし、まつぶし緑の丘公園、また、地区ごとに参

加できなかった方、全地域を対象として、役場本庁舎で日曜の午後に開催を

予定している。５地区プラス全体の１回で計６回となる。 

副会長 ・なぜこの質問をしたかというと、公共交通に関する不満や重要度が高くなっ

ているわけだが、田中や赤岩地区は他市町と比較してもバス便がかなり充実

している。例えば金杉や築比地と赤岩やゆめみ野では、かなり町民の意向が

違うのではないか。その辺りは一緒にして考えない方がよいではないか。 
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事務局 ・居住地区によって、電車のことを言っているのか、バスのことを言っている

のか、そういった部分についても地区別町民懇話会で意見を吸い上げたい。

また、町民意識調査でも地区別の分析も進めているため、そちらの結果も踏

まえて検討を進めていきたい。最終的な計画においては、地区別計画も作成

する予定である。 

閉会 

 


